
 

 

基本的生活習慣定着促進事業ルルブル普及啓発業務 企画提案募集要領 

 

この要領は，基本的生活習慣定着促進事業ルルブル普及啓発業務（以下「本事業」という。）を

委託するに当たり，公募型プロポーザル方式により，優れた提案及び能力を有し，最も適格と判断

される事業者を選定するために必要な事項を定めるものである。 

 

１ 募集事項 

（１）案件名 

基本的生活習慣定着促進事業ルルブル普及啓発業務 

（２）事業目的 

宮城県の将来を担う子供たちの健康な育成を図るためには，「知・徳・体」のバランスの

とれた成長を促す，「しっかり寝ル・きちんと食べル・よく遊ブで健やかに伸びル」（以

下「ルルブル」という。）といった，基本的生活習慣の定着を一層推進する必要がある。

また，子供の基本的生活習慣は保護者等の大人の影響を大きく受けることから，家庭，学

校及び地域社会だけでなく，企業等を含めた社会総ぐるみで取り組む必要がある。 

このため，ルルブルの認知向上と行動の実践に向けた普及啓発を目的として本事業を行う

ものである。 

（３）業務内容 

  別紙「基本的生活習慣定着促進事業ルルブル普及啓発業務 仕様書（案）」のとおり 

（４）委託期間 

    委託契約締結の日から令和５年３月１０日（金）まで 

（５）事業費（委託上限額） 

    金３，８４８，０００円（消費税及び地方消費税を含む。） 

    なお，この金額は契約金額の限度額を示すものであり，県がこの金額で契約することを約

束するものではない。 

 

２ 応募資格 

本業務に応募することができる者は，次に掲げる要件を全て満たす者とする。 

（１）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４ （一般競争入参加者の資

格）の規定に該当する者でないこと。 

（２）宮城県県税並びに消費税及び地方消費税を滞納していない者であること。 

（３）物品調達等に係る競争入札の参加資格等に関する規程（平成９年宮城県公示第１２７５

号）第４条第２項の規定により物品調達等に係る競争入札参加業者登録簿に登録された者

であること。 

（４）この業務の募集開始時から企画提案提出時までの間に，県の「物品調達等に係る競争入札

の参加資格制限要領（平成９年１１月１日施行）」に掲げる資格制限の要件に該当する者で

ないこと。 

（５）宮城県入札契約暴力団等排除要綱（平成２０年１１月１日施行）別表各号に規定する措置

要件に該当しない者であること。 



 

（６）政治団体（政治資金規正法（昭和２３年法律第１９４号）第３条に規定するもの）に該当

しない者であること。 

（７）宗教団体（宗教法人法（昭和２６年法律第１２６号）第２条に規定するもの）に該当しな

い者であること。 

（８）仕様書に基づき，委託業務を的確に遂行する能力を有すること。 

 

３ スケジュール 

  募集開始から契約締結，業務着手及び完了に至るまでの予定は下表のとおり。 

委託事業者募集開始 令和４年８月２日（火） 

質問受付 
令和４年８月２日（火）から 

令和４年８月８日（月）午後５時まで 

質問への回答 令和４年８月１８日（木）まで 

企画提案書の提出期限 令和４年８月３１日（水）正午 

企画提案書のプレゼンテーション審査 令和４年９月１２日（月）※予定 

審査結果の通知 令和４年９月上旬 ※予定 

契約の締結及び業務開始 令和４年９月中旬 ※予定 

業務完了 令和５年３月１０日（金） 

 

４ 応募手続 

（１）提出書類 

イ 企画提案参加申込書（様式第２号）：１部 

ロ 企画提案応募条件に係る宣誓書（様式第３号）：１部 

ハ 企画提案書（任意様式）：７部及び電子媒体１部 

（イ）企画提案書は任意様式とし，原則としてＡ４版片面印刷とする。表紙と目次を除き 

３０ページ以内で作成すること。 

（ロ）企画提案は，１者１案とする。 

ニ 事業経費積算書（任意様式）：１部 

（イ）経費見積書には，積算項目の内訳（数量，単位，単価等）を明確に記載し，本業務

の実施に必要となる全ての経費（消費税等を含む。）を計上すること。 

（２）提出期限 

令和４年８月３１日（水）正午（必着） 

（３）提出方法 

    郵送又は持参とする。 

（４）提出先 

宮城県教育庁義務教育課幼児教育推進班（宮城県庁行政庁舎１６階北側） 

〒９８０－８４２３ 宮城県仙台市青葉区本町三丁目８番１号 

（５）提出書類に係る注意事項 

提出書類の変更，取下等提出された書類について，提出後の差替え，変更及び取消しは認

めない。また，提出された書類は返却しない。 



 

なお，企画提案を提出後に取下る場合は，速やかに取下願（様式第４号）を提出するこ

と。取下願いの提出があっても，既に提出された書類は返却しない。 

（６）本事業に関する質問の受付 

    本業務への質問がある場合は，次により質問書（様式第１号）を提出すること。 

なお，口頭及び電話による質問については応じない。 

イ 提出期限 

令和４年８月８日（月）午後５時（必着） 

ロ 提出方法 

    電子メールとし，件名を「基本的生活習慣定着促進事業ルルブル普及啓発業務 企画提案

に関する質問」とすること。 

ハ 提出先 

宮城県教育庁義務教育課幼児教育推進班（kyoikuy@pref.miyagi.lg.jp） 

ニ 質問への回答 

    令和４年８月１８日（木）までに，義務教育課ホームページに掲載する。また，回答は，

質問者の名を伏せた上で掲載するので，参加申込者は必ず他者の質問・回答を確認するこ

と。 

    質問又は回答の内容が特定の質問者の具体的な提案事項に密接に関わる場合は当該質問者

のみに回答する。 

（７）その他 

イ 企画提案の提出後，内容について説明を求めることがある。 

ロ 企画提案書作成に要する経費は，全て応募者の負担とする。 

 

５ 事業委託候補者の決定 

（１）事業委託候補者の選考 

県が設置する選定委員会において，提出書類及びプレゼンテーションにより評価の上選定

を行う。 

なお，応募者が５者を超えた場合は，プレゼンテーション審査に先立ち，書類審査（一次

審査）を実施し，上位３者程度を選定する。 

（２）評価・選定方法 

選定委員会は，評価基準（別表）により評価をする。評価基準等に基づき委員ごとに評

価を行い，各委員の点数を平均し６０点以上となる者のうち，各委員の評価点の合計点数

が最も高い者を委託候補者として選定する。また，応募者が１者であった場合は，提案書

及びプレゼンテーションを評価基準等に基づき評価し，各委員の点数を平均し６０点以上

であり，委託候補者として適当であると判断した場合には，委託候補者として選定する。 

（３）プレゼンテーション 

イ 実施日時 

令和４年９月１２日（月）を予定。詳細は，対象者に別途通知する。 

ロ 実施場所 

宮城県庁内を予定。詳細は，対象者に別途通知する。 

 



 

ハ 実施方法 

（イ）１応募者当たりの持ち時間は２０分以内（提案説明１０分以内，質疑応答１０分以

内）とし，県が指示した時間から順次，個別に行うものとする。 

（ロ）事前に提出された書類に基づいてプレゼンテーションを行うこと。当日の新たな資

料配布については，企画提案の差し替えや変更は認めない。ただし，補足説明の範囲

を超えないものに限り認める。その場合は８部持参すること。 

（ハ）プレゼンテーションは，パソコン（パワーポイント等）等を使用することができ

る。ただし，パソコン等その他の機器は企画提案者が持参すること。プロジェクター

及びスクリーンについては県が準備する。 

（ニ）プレゼンテーションは，応募者が２者以内の場合でも実施する。 

（４）審査結果 

審査結果は，応募者全員に文書により通知する。また，委託候補者を宮城県教育庁義務教

育課ウェブサイトにおいて公表する。 

なお，審査結果に係る質問や意義には応じない。 

（５）審査結果の公表 

「入札結果等の公表要領」（平成２０年４月１日施行）に基づき，選定に係る下記の事項

を公表する。 

イ 参加者名称 

ロ 選定された候補者の名称と得点 

ハ 他の参加者の得点（得点を点数順に記載するのみで，参加者名は列記しない。） 

（６）委託候補者の選定の取消 

次の場合は，委託候補者の選定を取り消し，（２）による評価点数の合計が次点の者を委

託候補者とする。 

イ 委託候補者が辞退した場合。 

ロ 入札参加登録簿に登録されている委託候補者が，２の（４）により委託契約を締結するま

での間に登録を抹消された，又は入札参加資格制限を受けた場合。 

ハ 委託契約を締結するまでの間に，２の応募資格を有しないことが判明した場合。 

 

６ 失格事由 

次のいずれかに該当する場合は，企画提案を無効とする。 

（１）故意に選定委員会の委員に接触する等審査の公平性に影響を与える行為があった場合。 

（２）提出書類に記載されている文字の判読が困難である場合又は文意が不明である場合。 

（３）本募集要領等に反する場合。 

（４）同一の団体が，２件以上の企画提案書を提出した場合。 

（５）その他応募者として適切でない行為をしたと選定委員会が判断した場合。 

 

７ 委託契約の締結 

（１）委託契約先 

本事業は，原則として委託候補者に委託する。 

 



 

（２）仕様の決定 

委託する仕様内容は，１の（３）の業務内容及び企画提案された内容を踏まえ，県と委託

候補者とで協議の上決定する。 

（３）見積合わせの実施 

県は，委託候補者と別途見積合わせを実施し，概算契約金額を確定した後に契約を締結す

る。契約条件は，「委託契約書」による。 

（４）その他 

本事業の実施により知り得た業務上の秘密は，契約期間にかかわらず，第三者に漏えいし

てはならない。 

 

８ その他 

提出された企画提案書等は，情報公開条例（平成１１年宮城県条例第１０号）その他の法令の

規定に基づき，開示する場合がある。 



 

（別表）評価基準 

次の審査区分により行うものとする。 

区分 配点合計 評価項目 着眼点 配点 

適切性・

有効性 

２０点 事業内容の理解 委託業務の内容を十分理解した上で，

企画が作成されているか。 

１０点 

関連性 各事業が効果的に関連付けられた事業

展開となっているか。 

１０点 

成果性 ６０点 ルルブルポスタ

ーコンクールの

実施 

児童及びその保護者の興味及び関心を

引く内容となっているか。 

１０点 

企業等と相互に連携及び協力して実施

する内容となっているか。 

１０点 

ルルブルに関する理解向上や実践を促

すものとなっているか。 

１０点 

リーフレットの

作成・配布 

ルルブルの重要性を理解するための効

果的なデザイン等が提案されている

か。 

１０点 

独自提案企画 保護者が，ルルブルの重要性及びルル

ブルに取り組むメリットを理解できる

内容となっているか。 

１０点 

家庭や学校・保育園等において，ルル

ブルに継続して取り組むための具体的

な手法等となっているか。 

１０点 

実現可能

性 

２０点 事業計画 スケジュールが計画的であり，実現可

能性が高い提案であるか。 

１０点 

実施体制 業務を実施するに当たり，適切な体制

がとられているか。 

１０点 

合計 １００点   １００点 

 


